
主な行事等 ・誕生日会・読み聞かせ・夏祭り・クリスマス会・花見等

家族支援 連絡ノートや送迎時に、情報の共有をし、必要に応じて面談や困りごと等の相談援助を行います。

移行支援 ・学校、医療、関係事業所との連携を図り、包括的に支援を行える環境作りに努めます。

地域支援・地域連携 ・他事業所との交流会や、デイサービスへの慰問等積極的に参加し、交流の機会を設けます。

・平仮名、カタカナ、漢字、音読などを通して個々に合わせた課題を設定し習得を目指します。
・写真、絵カード等の視覚的支援をし、安心して過ごせるようにしたり、コミュニケーションのツールを学ぶ。
・他者とのやり取りの場を設定し、成功体験を積むことで自信につなげられるように支援をします。

人間関係・社会性
・挨拶などを通し他者とのやり取りを学ぶ機会を作れるよう支援します。
・集団生活を通して、ルールや順番を守ること、相手の気持ちを考える等を学べるようにします。
・他者との適切な距離感を把握できるように、声掛けや実践にて知ることができるように支援していく。

職員の質の向上 ・事業所内、外の研修に参加をする。（虐待・マナー・業務について等）

支援内容

支援方針

健康・生活
・健康状態の把握
・身辺自立ができるよう（整理整頓・身支度等）に支援をします。
・野菜の栽培を実施し、調理体験を通して食に対し、興味・関心が持てるように支援をします。

運動・感覚
・体幹運動を通して感覚を刺激したり、身体の使い方を学ぶ。
・ビジョントレーニングを取り入れ、目・身体・脳の発達を促す。
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢の保持や、運動機能の観察を行い必要に応じて個別に支援をします。
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人
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・困った時に人に助けを求められる力、自分で選択していける力をつけられるよな支援を実施。
・自分でできることが増えるよう、個別療育を実施し、集団支援では社会性・コミュニケーションが身につくよう支援を
行う。
平日：14：00～18：00
土曜・祝日・長期休暇　9：00～16：30

営業時間 送迎実施の有無 送迎あり

認知・行動
・色、数の概念、物など個々の特性に応じた支援を行い、課題を設定し習得できるよう支援を行います。
・制作活動や調理実習、買い物などを経験し、手順や作業が学べ、体験ができる場を提供します。

言語
コミュニケーション

事業所名　放課後等デイサービス　わかばハウス
支援プログラム

作成日　令和7年1月15日
法人（事業所）理念 将来を見据え、生きる力を身に付け心身ともに豊かな暮らしができることを目指します。


